


News!

在香港日本国総領事館の松田大使が表敬訪問
3月に香港現地事務所を開設予定、輸出拡大に向け意見交換 輸出対策部

　
在
香
港
日
本
国
総
領
事
館
大
使
兼
総
領
事
の
松
田
邦
紀
氏
が
１

月
29
日
、全
農
を
表
敬
訪
問
し
、長
澤
豊
会
長
は
じ
め
役
員
と
、香

港
へ
の
輸
出
拡
大
に
向
け
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
長
澤
会
長
は
、昨
年
10
〜
11

月
に
在
香
港
日
本
国
総
領
事
館

が
現
地
で
開
い
た「
日
本
秋
祭

i
n
香
港
」に
合
わ
せ
て
、松
田

大
使
を
訪
問
し
て
お
り
、そ
れ

以
来
の
会
談
。松
田
大
使
か
ら

は
、昨
年
の
日
本
秋
祭
が
43
万
人

以
上
を
動
員
す
る
な
ど
盛
況
で

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、今
年

は
全
農
が
参
加
す
る
こ
と
へ
の

期
待
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、長
澤
会
長
か
ら
、全
農

が
今
年
3
月
に
香
港
に
現
地
事

務
所（
現
地
法
人
）を
開
設
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、松
田
大
使
は
、「
香
港

の
輸
入
業
者
・
小
売
業
者
か
ら

す
れ
ば
、全
農
は
、47
都
道
府
県

の
あ
れ
が
ほ
し
い
と
言
っ
た
ら
、

い
っ
ぺ
ん
に
相
談
で
き
る
の
が

魅
力
。そ
の
全
農
が
香
港
に
事
務

所
を
設
け
る
こ
と
へ
の
期
待
は

大
き
い
。全
農
の
取
り
組
み
に
総

領
事
館
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

い
」と
語
り
ま
し
た
。長
澤
会
長

は「
現
地
事
務
所
の
開
設
を
契
機

に
、ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
、輸
出

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
香
港
は
、日
本
の
農
林
水
産

物
・
食
品
の
最
大
の
輸
出
先
で

年
間
１
８
５
３
億
円（
平
成
28

年
）に
上
り
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
輸
出
は
35
億

円
程
度（
29
年
度
見
通
し
）で
、

全
農
と
し
て
は
、50
億
円
の
達

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

News!

少年野球教室開催25年に感謝状・記念品贈呈
王貞治WCBF理事長が全農を表敬訪問 広報部

　
一
般
財
団
法
人
世
界
少
年
野
球
推
進
財
団（
W
C
B
F
）の
王
貞
治
理

事
長
が
1
月
25
日
、全
農
を
訪
れ
、長
澤
豊
会
長
、大
澤
憲
一
副
会
長
、

菅
野
幸
雄
副
会
長
ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。全
農
が
平
成
5
年
か
ら
特
別

協
賛
し
25
年
を
迎
え
た「
J
A
全
農
W
C
B
F
少
年
野
球
教
室
」を
記

念
し
、長
澤
会
長
か
ら
王
理
事
長
に
感
謝
状
と
記
念
品
と
し
て
山
形
県

の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
笹
野
一
刀
彫
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
王
理
事
長
は「
25
年
目
と
な

り
、ご
支
援
に
は
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。本
教
室
で
は
、野

球
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
の
健

康
、技
術
だ
け
で
は
な
く
、礼
儀

や
思
い
や
り
な
ど
精
神
面
の
育

成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

食
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
護
者

に
向
け
た
栄
養
学
教
室
や
、チ
ー

ム
の
指
導
者
を
対
象
に
し
た
ケ

ガ
予
防
の
講
習
な
ど
も
実
施
し

て
お
り
、非
常
に
良
い
活
動
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。本
教

室
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
夢

や
健
全
な
成
長
を
応
援
す
べ
く
、

Ｊ
Ａ
全
農
と
と
も
に
こ
の
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」と
述

べ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
徳
島
県
、新

潟
県
、山
口
県
、宮
崎
県
、愛
知

県
、山
梨
県
の
6
カ
所
で
少
年

野
球
教
室
を
開
き
、王
理
事
長

は
山
口
、山
梨
両
県
の
教
室
に

参
加
し
、自
ら
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

指
導
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。平
成

30
年
度
も
全
国
6
カ
所
で
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ＪＡ全農を表敬訪問した王理事長（右から２人
目）

JA全農WCBF少年野球教室
25年を記念し長澤会長㊨から
山形県伝統工芸品の笹野一刀
彫を受け取った王理事長

松
田
大
使
㊨
と
香
港
向
け
の
輸
出

拡
大
に
向
け
意
見
交
換
す
る
長
澤

会
長
ら
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News!

News!

JAグループ中古農機WEBの運用開始

鳥獣害対策研修会で電気柵設置学ぶ

農家組合員が中古農機情報を閲覧し申し込み

千葉県本部がイノシシ被害多い地域の取り組み紹介

生産資材部

神奈川県本部

　
生
産
資
材
部
は
昨
年
12
月
か
ら
、農
家
組
合
員
が
J
A
グ
ル
ー
プ
の
中

古
農
機
情
報
を
直
接
閲
覧
で
き
る「
J
A
グ
ル
ー
プ
中
古
農
機
W
E
B
」

の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
生
産
資
材
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、4
県
本
部（
福
島
、茨
城
、栃
木
、群
馬
）が
合
同
で
開
設

し
た
W
E
B
サ
イ
ト
で
す
。現
在
は
試
行
的
な
運
用
の
た
め
、販
売
対
象

は
福
島
、茨
城
、栃
木
、群
馬
の
農
家
組
合
員
だ
け
と
し
て
い
ま
す
。

　
神
奈
川
県
本
部
は
1
月
17
日
、平
塚
市
の
全
農
営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー

で「
鳥
獣
害
対
策
研
修
会
」を
開
き
、県
内
6
Ｊ
Ａ
か
ら
13
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
閲
覧
の
仕
組
み
は
、J
A
の

中
古
農
業
機
械
査
定
士
が
査
定

し
た
中
古
農
機
を
W
E
B
上

　
県
内
で
は
イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
、

猿
、ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
に
よ
る

被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。農
家

数
減
少
に
よ
る
里
山
の
荒
廃
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
、捕
獲
者

減
少
に
よ
る
個
体
数
の
増
加
な

ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
、現
状

で
は
電
気
柵
設
置
に
よ
る
自
衛

が
主
な
対
策
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
㈱
ア
ポ
ロ
の
指
導
を
受
け
、

に
掲
載
し
ま
す
。購
入
希
望
の

農
家
組
合
員
は
最
寄
り
の
J
A

（
福
島
、栃
木
は
県
本
部
）に
申

し
込
み
ま
す
。申
し
込
み
を

受
け
た
J
A（
県
本
部
）は
、

実
機
を
確
認
の
う
え
、組
合

員
と
相
談
し
な
が
ら
整
備

を
行
い
ま
す
。中
古
農
機
は

一
つ
一
つ
状
態
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、最
寄
り
の
J
A

が
相
談
の
窓
口
と
な
る
こ

と
に
よ
り
農
家
組
合
員
は

安
心
し
て
中
古
農
機
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
は
4
県
だ
け
で
の
試
行

的
な
運
用
で
す
が
、生
産
資
材

コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
て
順
次

拡
大
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

参
加
者
は
電
気
柵
の
設
置
方

法
を
実
習
し
、設
置
後
は
防
御

効
果
の
持
続
の
た
め
、バ
ッ
テ

リ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
や
電
気
柵
周

辺
の
除
草
な
ど
、定
期
的
な
管

理
が
重
要
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、千
葉
県
本
部
営
農
支

援
課
の
川
口
重
則
専
任
課
長

が
、イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が

特
に
多
い
地
域
の
取
り
組
み
事

例
を
紹
介
。電
気
柵
設
置
促
進

策
で
農
家
に
よ
る
自
衛
力

を
高
め
、捕
獲
力
強
化
の

た
め
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
狩

猟
免
許
取
得
と
捕
獲
技
術

向
上
を
促
進
し
、行
政
と

連
携
し
な
が
ら
地
域
ぐ
る

み
で
獣
害
を
増
や
さ
な
い

環
境
整
備
を
進
め
て
い
る

と
話
し
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
本
部
生
産
資

材
課
は「
農
家
に
新
た
な

獣
害
対
策
を
提
案
す
る
た

め
、他
県
と
連
携
し
情
報

収
集
に
努
め
て
い
く
」と

話
し
て
い
ま
す
。

「JAグループ
中古農WEB」は
こちらから

問い合わせ

【問い合わせまでの流れ】

JAグループ中古農機WEB

農家組合員閲覧

最寄りのJA（県本部）

【WEB画面】

電気柵の設置方法を学ぶＪＡ職員
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（写真は竹田宗司氏撮影） 4
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開
発
に
取
り
組
み
、ハ
ト
ム
ギ

玄
穀
販
売
の
他
、殻
を
取
り
除

い
た
渋
皮
付
き
粒
や
精
白
な
ど

実
需
者
に
応
じ
た
流
通
・
販
路

拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ト
ム
ギ
原
料（
殻
、子
実
、

油
、エ
キ
ス
）の
す
べ
て
を
利

活
用
し
た
商
品
開
発
を
こ
れ
か

ら
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

2018 2.12 vol.832

JAいなば
（富山県）

概要 平成２９年2月28日現在
正組合員数 　　  7067人
准組合員数    　  2105人
職員数 　　　　　　　　259人
販売品取扱高   36億9千万円
購買品取扱高   39億8千万円
貯金残高 　　　     947億2千万円
長期共済保有高     3154億2千万円
主な農畜産物　　        水稲、大豆、
　　　　　　　     大麦、ハトムギ

ハ
ト
ム
ギ
生
産
日
本
一

加
工
施
設
設
け
商
品
開
発

富山県

岐阜県
長野県

石川県

作
付
面
積
・
生
産
量
と
も
全
国

一
と
な
り
ま
し
た
。新
た
な
農

産
物
を
振
興
す
る
に
当
た
り
、

大
豆
関
連
機
械
を
活
用
で
き
な

い
か
、連
作
障
害
を
回
避
で
き

な
い
か
、湿
地
帯
で
も
作
れ
る

の
か
、麦
跡
圃ほ
じ
ょ
う場
も
活
用
で
き

な
い
か
な
ど
、農
業
者
の
悩
み

の
声
を
改
善
・
反
映
し
た
産
地

育
成
に
取
り
組
み
、機
械
の
大

型
化
が
進
む
地
域
に
沿
っ
た
農

産
物
と
し
て
飛
躍
的
に
面
積
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ト
ム
ギ
は
漢
方
で
は「
ヨ

ク
イ
」と
呼
ば
れ
、
滋
養
強
壮

や
新
陳
代
謝
の
促
進
、老
廃
物

の
排
せ
つ
、肥
満
防
止
の
働
き

が
あ
り
、ま
た
、美
肌
や
美
白
、

イ
ボ
取
り
効
果
も
あ
る
と
言
わ

手
集
積
率
が
8
割
以
上
で
、機

械
の
大
型
化
が
進
ん
で
い
る
地

域
で
す
。そ
の
利
点
を
生
か
せ

る
特
産
物
を
育
成
で
き
な
い
か

試
行
錯
誤
を
重
ね
、健
康
志
向

の
高
ま
り
を
反
映
し
た
農
産
物

と
し
て
ハ
ト
ム
ギ
を
10
年
前
か

ら
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
70
㌃
の
試
験
栽
培
か
ら

始
め
た
面
積
も
平
成
29
年
産
で

は
２
６
０
㌶
と
大
幅
に
伸
び
、

　
富
山
県
小
矢
部
市
と
高
岡
市

福
岡
町
を
エ
リ
ア
と
す
る
Ｊ
Ａ

い
な
ば
は
、水
稲
を
主
体
と
し

た
農
産
物
の
他
、水
田
フ
ル
活

用
に
向
け
た
実
需
者
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
作
物
に
着
目
し
産
地
育

成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
管
内
は
、農
地
の
担
い

れ
て
お
り
、女
性
に
は
喜
ば
れ

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。Ｊ

Ａ
で
は
、は
と
む
ぎ
茶
、う
ど

ん
、ク
ッ
キ
ー
、ア
イ
ス
な
ど

の
食
品
の
他
、化
粧
品
の
ハ
ト

ム
ギ
ス
キ
ン
ケ
ア
オ
イ
ル
も
商

品
化
し
て
い
ま
す
。特
に
ハ
ト

ム
ギ
粒
を
ご
飯
に
混
ぜ
る
こ
と

で〝
ヨ
ク
イ
ニ
ン
〞（
肌
荒
れ

対
策
や
イ
ボ
改
善
）の
効
果
が

期
待
で
き
る
、ハ
ト
ム
ギ
精
白

粒
が
好
評
で
す
。

　
ま
た
、自
ら
加
工
を
行
う
た

め
精
白
加
工
施
設
を
設
置
し
、

魅
力
あ
る
農
産
物
加
工
商
品
の

健
康
志
向
の
高
ま
り
反
映
し

10
年
前
か
ら
ハ
ト
ム
ギ
栽
培

ご
飯
に
混
ぜ
る
ハ
ト
ム
ギ

精
白
粒
が
特
に
好
評

汎用コンバインでハトムギを収穫

すっきりとした飲みやすさ
が好評の「はとむぎ茶」

美肌・美白に効くと名高い
「ハトムギスキンケアオイル」

ごはんに混ぜて摂取でき
る「ハトムギ精白粒」

6



2018 2.12 vol.832

（園芸部）

　2月も先月に引き続き、バレイショ・タマネギを除き、西南暖地・中京・関東
産地を中心として出荷されます。

　キャベツは、愛知・千葉・神奈川などが中心の出荷となります。根張りが弱く小玉傾向
の圃
ほじょう
場があり、後半からは春作の増量が見込まれますが、総体の出荷量は前年をやや下

回る見込みです。
　ハクサイは、茨城などが中心の出荷となります。低温等の影響で肥大は遅延傾向。出荷
の前倒しと小玉傾向であることから、出荷量は前年を下回る見込みです。
　レタスは、静岡・兵庫・香川・茨城などが中心の出荷となります。低温・干ばつの影響
で小玉傾向の産地がありますが、中旬にかけて平年並みの生育に回復する見込み。出荷量
は、前年並みを見込みます。
　ダイコンは、千葉・神奈川などが中心の出荷となります。露地物は低温・干ばつの影響
で小玉傾向。関東産の露地物は平年より切り上がりが早い見込みで、後続のトンネルもの
の生育も遅延傾向。出荷量は、前年を下回る見込みです。
　ニンジンは、千葉・埼玉などが中心の出荷となります。10月の天候不順、台風被害、低
温・干ばつの影響で、小玉傾向。関東産の出荷は終盤となります。出荷量は、前年をやや
下回る見込みです。
　トマトは、熊本・愛知などが中心の出荷となります。出荷量は、前年並みを見込みます。
　キュウリ・ナスは、西南暖地が中心の出荷となります。出荷量は前年並みを見込みます。
　バレイショは、北海道・鹿児島などが中心の出荷となります。出荷量は前年をやや下回
る見込みです。
　タマネギは、北海道に加え静岡からの出荷があります。出荷量は前年並みを見込みます。

　寒い日が続き、鍋商材が店頭に並びますが、徐々に春らしい明るい色彩の野
菜が増えてきます。タラの芽、フキノトウ、山ウドなどの山菜類や、ナバナ、ソ

ラマメやグリーンピース、新タマネギが陳列されるようになります。色合いの野菜が店頭
をにぎわすようになります。

春野菜の入荷が徐々に開始

　2月の果実はイチゴ・かんきつ類・リンゴなどが中心の
品目展開となります。

　ミカンは、静岡・長崎などが中心の出荷となります。年内より出
荷量が少ない状態が続いており、2月も前年を下回る出荷量となる
見通しです。 
　伊予カンは、愛媛が中心の出荷となります。品質もよく、前年を
やや上回る出荷量となる見通しです。 
　不知火は、熊本・愛媛が中心の出荷となります。2月に入ってか
らは露地物の出荷も始まります。出荷量は前年をやや上回る見込
みです。
　キンカンは、宮崎・鹿児島などが中心の出荷となります。前進出
荷傾向であった前年より出荷ペースは遅れていますが、おおむね
前年並みの出荷量を見込みます。 
　リンゴは、青森の貯蔵物の出回りとなります。出荷量は、前年を
下回る見込みです。
　イチゴは、栃木・福岡・佐賀・静岡などが中心の出荷となりま
す。１月の寒波の影響により生育はやや遅れ気味ですが、各産地と
も２月には出荷量が増加し、中旬からピークとなる見込みです。出
荷量は前年をやや下回る見込みです。
　キウイフルーツは、福岡・和歌山・愛媛などが中心の出荷とな
ります。肥大もよく、前年をやや上回る出荷量となる見込みです。

　節分・バレンタインなどの催事に合わせた販促企画が
設定されます。また、受験シーズンを迎え、風邪予防対策

として、果実の提案が活発に行われるとともに、ひな祭りに向けた
販促企画の準備を進める時期でもあります。

　1月は、イチゴ、レタス、トマト・ミニトマト、ブロッコリーの主産県が一堂に会し、作況見
通しや販売対策の共有化、消費拡大の進め方について協議しました。今後も主産県による情報
交換会などを定期的に開催し、出荷情報や販売情報の共有を図ります。

イチゴ・かんきつ類・リンゴなどが中心
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